
成校（以下、養成校）で地域子育て支援事業を展
開しているところは増えている。養成校対象の調
査報告（小原ら，2016；大元ら，2010；福井・小栗・
瀧川，2008）によって、多くの養成校が取り組ん
でいること、事業の運営形態や学生参加の方法―
学生参加が進んでいない、ボランティア参加、選
択または必修科目授業として活用されている―ま
で、多様な実態が明らかになっている。また、各
養成校の実践報告や研究論文が蓄積されてきてい
る。
　これら諸研究のひとつの結実した形として入江・
小原・白川（2017）、塚本・藪中（2015）のテキス
トも出版された。上記テキストは学生を主な読者
として想定し、理想的な事例提示があり、実践を
促し読みやすく整理されている。だが、養成校の
多様な実態とその課題を考えると、本学含め自分
たちの実践がどこに位置づけられ、今後どのよう
な方向性を目指すべきなのか明確になったとはい
えない。研究は端緒についたばかりであり、未だ
整理・議論されていないことが多くある。
　そこで、本稿では、養成校の行う子育て支援事

１．はじめに―問題の所在

　本学児童教育学科（旧児童学科）では2007年度
より「金蘭おやこクラブ」という地域子育て支援
事業を開始し、2017年で11年目を迎えた。その
間、実践の積み重ねによる反省、カリキュラム変
更、その他の事情により、運営方法、スタッフ体
制、体験授業として参加する学生への指導方針・
方法等が少しずつ変更されてきた。2017年度から
は、担当教職員の入れ替わり、新規ひろば事業の
開始等を期に、これまでを振り返り、新たな体制
で取り組みはじめている。
　そのなかで改めて教職員間で議論になったのは、
子育て支援事業と学生の授業との両立の仕方、ジ
レンマである。授業の枠組みによって子育て支援
事業に制約が発生し、諸調整が求められ、保育者
養成校以外が行う子育て支援と異なる独特の特徴・
困難があり、本学に限らず試行錯誤で取り組まれ
ているのが現状である（保坂ら，2012）。
　保育士、幼稚園教諭、保育教諭の養成課程をも
つ四年制大学や短期大学、専門学校等の保育者養
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〈原著論文〉

保育者養成校の行う地域子育て支援事業の捉えなおし
―サービスラーニングの視点から相対的に理解するための試み

Reexamining Community-based Childcare Support with Students in Service-Learning Context

宮里　慶子１，岸本　みさ子２，串崎　幸代３，辻　ゆき子４

要旨
　地域の未就園の乳幼児親子を対象に地域子育て支援事業を展開している保育者養成校は増え、その実践報告・研究
が一定蓄積されてきている。本稿では先行研究のレビューを行い諸研究を概観し、サービスラーニングの視点からそ
れらを捉えなおし、大きく３つの課題を抽出する。第１には子育て支援事業を利用する対象研究や地域研究が進んで
いないこと、第２に親子と学生他の利益を両立させる互恵性および複数の視点からの評価が希薄なこと、第３に参加
する学生の学習方法を開拓することである。

キーワード：保育者養成，地域子育て支援，サービスラーニング，互恵，省察
 child-care worker training, community-based childcare support, service-learning, 
 reciprocity, reflection
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る文献、③利用者の効果に関する文献、④地域連
携に関する文献、で分類・整理する。そして、サー
ビスラーニングの考え方を援用し、省察と互恵に
関して重要と考える文献をとりあげ考察する。
　「サービスラーニング」とは、ジョン・デューイ

（Dewey,J.）の経験学習の思想や社会問題に対する
市民運動・民主主義の発展の歴史的経緯のなかで
1990年代から主に米国で発展してきた社会貢献活
動と学習とを組み合わせた教育手法であり、プラ
グマティズムの教育哲学である。現在、多様な発
展によりその概念は多義的に拡がっているが、「省
察reflection」と「互恵reciprocity」の二つを根本
概念とする（Jacoby,B.,1996＝2009,55）。
　すなわち、地域社会で奉仕活動（サービス）に
取り組みながら社会問題についての理解と学習を
深める学生の利益と、地域社会にとっても社会問
題解決・地域活性化の利益があるという互恵が目
指されている。また、机上の学習では得にくい現
場での生きた学びを重視しながらも、学生と現場
双方が臨場感に流されないよう、現場と大学との
緊密な連携の下、学生のリフレクション学習がプ
ログラムとして構造化されているのが特徴である。
最近では、特にコミュニティでの活動を「コミュ
ニティ・サービスラーニング」といい、日本の大学・
学校でも実践・検討されるようになってきている。
　養成校の子育て支援とサービスラーニングに関
する先行研究は僅かに認められる。後述する福井・
小栗・瀧川（2009）の研究他、今津ら（2015）、弘
田（2016）はサービスラーニングそのものに言及
せずの学外での体験授業の実践報告である。
　養成校の行う子育て支援事業の学生参加におい
て、学内の事業も含め、なぜサービスラーニング
の視点で捉えなおすのか。一つには、学内で行う
場合でも地域の社会資源の一つである養成校がど
うあるべきか、その知見が参考になること、二つ
目には、サービスを受ける側と提供側・学習者双
方の利益を成立させることは容易くはなく、とも
すれば提供側が権力構造として強い立場になりや
すい。互恵が成り立っているか、複数のステーク
ホルダーの視点からチェックが必要だが、現在の
養成校をめぐる研究ではこの視点が弱くなりがち
なことである。
　三つ目には、現場・体験学習の考え方のパラダ
イム転換の必要性である。サービスラーニングは、
アクティブラーニング、PBL（problem/project-
based learning）の手法の一つである（山田,2016）。

業の共通の構造、特に限界や課題について見据え、
今後の方向性を考える基礎研究として、まず学生
の参加実態のある養成校が行う子育て支援事業に
関する先行研究をレビューし、その傾向を探る。
そして、サービスラーニングの視点から、養成校
が行う子育て支援事業について何が論じられ、ま
た、十分論じられていないのかを検討し、子育て
支援事業と参加学生の学びについての問い直しの
必要と今後の展望について論じる。
　なお、2008年の「保育所保育指針」以降「保護
者支援」という用語が定着してきたが、2017年改
定で「子育て支援」に変更されたこともあり、本
稿では、子どもを中心とした子育て家庭に対する
支援の意味として「子育て支援」を主に用いるが、
2008年以前のこと、または保護者を特に意識する
場合は「保護者支援」という用語も用いる。

２．方法

2-1　文献レビューの方法
　文献レビューは、論文検索データベースCiNiiお
よびGoogle scholarで「保育者」「養成校」「大学」「子
育て支援」「地域貢献」をキーワードに2017年８月
まで検索を行って文献を収集し、それら文献に用
いられている引用・参考文献にも目を通し、本稿
テーマに直接関わる学生の参加実態が文中に認め
られる養成校の子育て支援事業に関する文献を選
択した。なお文献は論文を中心とし、問題意識が
明確な実践・事例報告、研究ノート等も含む。広
く公開されず渉猟しにくく膨大にあると推測され
る各養成校の実践報告資料、学会発表資料等は参
照したものもあるがリストからは除いた。また、
原則、子育て支援事業の実施および学生の授業・
指導の場所として養成校のキャンパス内に限定し
ていない。自治体や地域の民間団体との共催、養
成校付設の保育園・幼稚園・研究所等との共催の
場合は養成校が事業運営と学生養成の主体となっ
ている場合とした。但し、養成校教員が附属施設
の職員を兼任する等、実態がよみとりにくい場合
もある。結果として迷うものは除外せず加えている。

2-2　分類とサービスラーニングの視点
　これら文献を内容が重なっているものはあるが
中心主題によって大きく４つ、①プログラム・実
践内容に関する文献（学生・保護者の感想・アン
ケート等を含む）、②学生の教育効果・授業に関す
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に学ばせることが難しいと感じているが、養成校
教員の方が現場職員よりも比較的早い段階で、家
庭の意義や機能、児童虐待への対応、子育て家庭
のニーズに応じた支援体制と関係機関との連携及
びソーシャルワークの方法と技術について獲得す
べきと考えている傾向がある（全国保育士養成協
議会，2013）。
　加えて、近年の国の高等教育政策のなかで大学
の社会貢献・地域貢献が重視されるようになった
流れが拍車をかけている。すなわち、2005年の中
央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」、
2012年の同審議会答申「新たな未来を築くための
大学教育の質的転換に向けて―生涯学び続け、主
体的に考える力を育成する大学へ―」、2013年の文
部科学省「地（知）の拠点整備事業」、2015年の同
省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」
等の動きである。
　子ども・子育て支援新制度が2015年度より開始
され、子育て支援をより強化する方向性が示され
た2017年３月の「保育所保育指針」、「幼稚園教育
要領」、「幼保連携型認定こども園教育要領」の各
改定が行われた今後はさらにこの領域の研究と実
践が拡大・深化され、新たな展開が予測される。

４．考察

4-1　互恵性からの捉えなおし
4-1-1　複数の立場・側面からの評価の必要
　サービスラーニングでは、学生、大学教員、地
域、大学機関の四者の関係者のアセスメント（評価）
が必要とされる。その理由として、法的に求めら
れること、教育の説明責任に対する公的要請、管
理者側の資源の活用とその説明責任、プログラム
の改善が挙げられている。四者の関係者はそれぞ
れ異なる関心や期待をもってパートナーシップを
結ぶ。そのため、複合的で意図的なアセスメント
方略が必要とされる。ただ、サービスラーニング
における米国の研究でも、特に、地域についての
研究の障壁が大きく研究に偏りがみられ、地域を
どう捉え評価するかが難しいとされている（S.ゲル
モンら，2001＝2015）。
　養成校の行う子育て支援はどのように評価すべ
きだろうか。利用者の親子、運営・学生指導を行
う教員・有資格者職員等のスタッフ、そして学生、
というように立場の異なる三者、あるいは、親と
子を、教員と職員とを分け、養成校組織を含めて

先行研究では子育て支援の実習化・必修科目化を
今後、期待する意見も散見されたが、現在の法定
実習指導と異なる経験と理論をつなぐ学習の新形
態となり得る可能性を示唆する。

３．結果―研究の全体的な傾向とその背景

　検討した136本の文献（Table1.）のうち、中心主題・
内容によって以下の結果となった。①プログラム・
実践内容関連が66本、②学生の教育・授業関連が
51本、③利用者関連は保護者研究中心で10本であ
り、うち子どもの方の対象研究はごく少ないこと
に留意したい。④地域連携の関連文献は９本である。
　保育所の成り立ちの歴史を紐解くまでもなく
2000年代以前、政策的には1990年代から保育現場
では保護者支援を行っているといえるが（亀﨑，
2014）、養成校が子育て支援事業に自ら取り組み、
その研究・報告が目立ち始めるのは2000年以後で
ある。今回、入手・内容確認できなかった数件の
文献も2000年以後のものと確認している。
　養成校の認識が変わる時期として大きく二つに
分けられるだろう。第１期は2001年の児童福祉法
改正にて保育士業務として保護者支援が明記さ
れ、2002年保育士養成課程改正による「家族援助
論」、「社会福祉援助技術」科目等の新設以降である。
2005年の保育実習指導のミニマムスタンダードに
おいて学外実習で「家庭・地域連携」を学ぶと示
されたが、実際、実習現場で学生が保護者と接す
る機会は限られ、実践機会をいかに保障するか問
題意識が強まったといえる（石田・田中，2011；
増田ら，2015）。
　第２期は2008年の改定「保育所保育指針」で保
護者支援が重点課題として記載され、保育士養成
課程科目「保育相談支援」の新設と「家庭支援論」、

「相談援助」の科目名変更、および同年「幼稚園教
育要領」の「子育ての支援」記載以降である。在
園児の保護者支援とともに、地域の未就園児のい
る子育て家庭に対する支援の必要性がいわれ、養
成校も地域貢献として取り組み、養成課題につい
ての問題意識がさらに強まる要因となる。とはい
え、養成校で取り組む場合の教員・大学負担は大
きい。取り組んでいない養成校も少なくないなか
模索しながら個々の実践報告が蓄積される状況が
今に続く。
　なお、家庭支援・保護者支援については保育現
場の職員も養成校教員も実習中あるいは卒業まで
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いる。
　また、子育て支援は地域に根ざした取り組みで
あり、地域比較的な視点、地域社会にどのように
還元されているかの視点による評価も重要である
こと、さらに、母親の育児不安感・負担感の軽減
が単純に子育て支援の有効性の指標とされること
への疑問を投げかけ、どのように利用者の意識が
変わったのかを評価していく必要性もあるとして
いる。保護者が他の地域子育て支援の資源を利用
していたりすることもあり、養成校の事業を評価
することの難しさがわかる。
　この佐久間の視点とはやや異なるが、利用者・
保護者の内面からの評価は常に一面的な評価でし
かないことを念頭においておきたい。特に、ネグ
レクト傾向のある保護者、子どもや子育てについ
ての理解が乏しいため問題認識が薄く支援の必要
性がより高い保護者の存在を考えると、不安や負
担を感じないことそのものが問題であることもあ
るからだ。また、親と子は原理的に利益相反する
ことのある関係構造である。利用する子どもの対
象研究が進んでいないだけに、保護者の心情が子
どもの実態とどのように関連しているか注意深く
評価するべきである。

4-1-2　地域に求められる養成校の役割
　地域の視点が必ずしも抜けているわけでないが、
３の通り地域連携を主題とした文献は少ない。そ
のなかでも、特に学外の子育て支援に学生が参加
体験している場合、養成校と行政との共催、行政
から委託を受けている場合等にその実態報告、課
題検討がなされている傾向がある。
　地域のなかでも特殊な大学・高等教育機関とい
う場、広域地域対象、教育・研究機能をもち、他
の民間団体などの行う子育て支援事業とは異なる
面があるが、養成校が地域においてどのように位
置づけられ、役割を果たしているといえるだろう
か。先の須河内らの調査研究他、山本ら（2016）
のように、地域住民の一部である利用者・保護者
以外に、市町村行政、保育・教育施設、児童福祉
機関・施設、医療・保健機関等の評価を含めるこ
とが望ましい。特に、社会資源の重複・競合が起
こりやすい地域では留意し、養成校ならではの子
育て支援が求められよう。
　また、市町村計画や市町村ネットワークの一部
として養成校の連携が問われることはいうまでも
ないが、自治体との連携は進んでいるところとそ

最大六者からの評価が考えられる。
　この複数の関係者による複雑な相互作用は、例
えば、石塚・並木・杉本（2009）の研究で確認で
きる。幼児と母親、学生との相互作用の観察と母
親への質問紙調査から、学生が直接母親に関わっ
ていなくても幼児の遊びの支援を人的環境として
行うことで母親にも意義ある存在として捉えられ
ていること等を明らかにしている。しかし、三者
以上の多くの関係者との相互作用を捉えるには、
より継続的・包括的・組織的な研究が必要になり
かなり難しい。
　学生と保護者双方の反応をアンケート等で確認
しながら実践を行っている養成校は多いが、事業
の内容、学生の参加の仕方・頻度によって左右され、
学生と保護者相互のニーズの対立、特に子どもも
含め互恵性を考え実践を見直すことが重要である。
さらに学生同士、学生と教員との相互作用（齋藤ら，
2011）も重要な視点である。
　また、地域の評価も重要である（吉田，2008；
今泉ら，2007；小松，2009）。小長野（2016）は地
域の子育て支援機関と養成校との連携のうえ行っ
た事業の事後のフィードバックから考察し、養成
校が心配するよりも学生活動そのものが地域に喜
ばれていること等、双方の視点の違いを明らかに
している。
　須河内ら（2015）は地域の実情把握が重要と
し、子育て支援利用保護者、児童館職員、行政職員、
学生（卒業生）に対して各調査を行っている。そ
の結果、地域で他の子育て支援資源も十分あるな
かで能動的に子育て支援活動にかかわれる保護者
が養成校を利用していること、各関係機関と連携
をとっている児童館が養成校を協働対象として必
ずしも捉えていないこと等が明らかになっており、
情報提供・人と人とのネットワーク作りの方法開
発、潜在的な利用者の掘り起こし・アウトリーチ、
地域の実情・ニーズ把握に基づく貢献、学生の遊
び力獲得と地域子育て支援事業の二つを可能にす
る教育プログラムの開発を養成校の求められる役
割・課題としている。
　佐久間（2012）は、子育て支援の評価として、
支援者や職員による自己評価、利用者による利用
者評価、客観的かつ専門的視点から第三者が行う
第三者評価、うち第三者評価については事業評価、
業務評価、適正評価を種別として挙げ、誰が評価
するのかで評価の目的が異なってくるとしており、
複数の立場・視点からの評価の必要性を指摘して
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成課題について、個を対象とするのではなく子ど
も家庭福祉の観点、親の育ちをはぐくむ教育的観
点が必要としている。この指摘された課題は現在
も変わらない。特に、保護者対応・子育て支援に
おいて、ソーシャルワークの理解は進まず、コミュ
ニケーション力、カウンセリングマインド、カウ
ンセリング技術を重視する傾向は否めない。
　福井ら（2008）は地域子育て支援センターの機
能から考え、従来の保育技術を基盤としてソーシャ
ルワークの機能を必要としながら、短期大学対象
の「子育て支援力」の養成調査では学生の実践が
難しいと調査項目から外している。
　だが、長谷中（2009）は地域と協働し地域ボラ
ンティアと活動して子育てサロンを実施した学生
の学びにおいて、ソーシャルワーク実践を展開で
きる力を養成できる可能性があるとする。また、
森本・白幡（2005；2007）は学生（専攻科生）が
地域資源の調査を行い、資源の活用方法、民間支
援団体や保護者との協働によるプログラムの企画・
立案・実施、親子との交流といった一連の教育実
践を開発・報告しているが、地域子育て支援に必
要なソーシャルワーク技術を育成するこのような
実践報告は少ない。上記諸研究は対象学生が違い
各養成期間の幅による養成内容、目指すレベルの
違いもあるだろう。
　そもそも流動的・不特定多数の保護者対応を想
定するか、定期的に通う保護者との関係性構築を
前提とするのかで、支援の技術・方法は異なる。
地域の親子対象だから地域子育て支援というので
はなく、地域子育て支援の方法と技術として何を
学生に学ばせるのか明確に示している養成校研究
は乏しい。
　また、学外の事業に学生を体験させる「派遣」
型（入江ら，2017）もあるが、養成校が行う以外
のさまざまな種類の子育て支援の方法と実態をど
のように教育するのかも問われる。例えば、2012
年に成立した子ども・子育て支援法に規定されて
いる「地域子ども子育て支援事業」は13種類ある。
地域子育て支援が意味するところが近年広範囲に
なり（日下・笠原，2016）、養成校で実践的に学ぶ
必要のある地域子育て支援とは何か整理は追いつ
いていないといえる。
　入江ら（2017）は学生にとって子育て支援の場
は支援を学ぶだけでなく保育を学ぶ場として広く
捉えている。保育現場の実習期間が限られている
学生の実際的なニーズであり、ある種の補完の位

うでないところの地域格差が大きいと思われる。

4-1-3　利用する保護者層の把握
　武内（2012）は、近年の幼児教育・保育原理テ
キストはじめ、養成校の子育て支援活動を含めた
授業の有効性を論じる先行研究が、子育て支援の
構造的問題を見過ごした理解をしており、対象理
解が不十分でニーズ把握の問題があると指摘して
いる。またそのことにより子ども向けの活動中心
になり、活動が楽しかったかどうかの活動中心主
義に陥ると理論軽視の状況を警告している。
　３でみたように、確かに、利用者・保護者研究
は進んでいない。また、地域の保護者の母集団を
把握する地域研究は大掛かりになることもあり、
養成校の子育て支援事業を利用する保護者層はど
のような特徴があるのか、それは他の運営団体の
事業と異なるのかどうか、少なくともその問いも
あまり発せられていないのが現状である。
　大学全入時代とはいえ、大学・短期大学等の進
学率が現在でも決して高いわけでなく、今日の保
護者世代にとって、大学等は親近感がある存在な
のか疑わしい。個々の養成校の地域開放の程度、
アクセスのしやすさ、自治体との連携、地域定着・
密着度、人的・物的資源と専門性を有すると期待
される過疎の地域等、前提が問われる。
　また、一般的に、養成校主催・運営以外のもの
も含め地域子育て支援の場を利用する保護者は比
較的子育て力のある保護者といわれる。若本（2016）
の調査研究では、育児ストレスが動機になるので
はなく、経済状況に余裕があり、夫からのサポート、
積極性や活動性もある外的・内的資源に恵まれた
女性の方が子育て支援を利用していることを見出
している。
　神田・山本（2001）の調査研究でも同様の結果
が出ており、利用者と利用しない保護者の二極化
現象がある。杉本・諸井（2010）、齋藤ら（2011）は、
子どものためと教育熱心、学生の養成に協力的で
ある、といった養成校の子育て支援を利用する保
護者の特性を捉えているが上記の背景から理解し
やすい。

4-2　学生の学びについての捉えなおし
4-2-1　地域子育て支援と子育て支援
　北野（2009）はケア、教育、子育て支援の３つ
の養成機能を担う保育士養成校の調査から現状と
課題を分析しているが、そのうち子育て支援の養
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との連携については学生が実践することは困難で
あるが、まずはどのような機関があるか等を座学
と見学でも学ぶことが必要であろう。

4-2-3　学生と保護者との支援関係
　「支援」とは支援者と被支援者との関係構造のう
えに成り立つものだが、学生は養成校の行う子育
て支援において支援者となりえているのだろうか。
学生の参加の仕方は様々であり、学生が主体的に
企画・運営（小松ら，2016；佐久間ら，2012）、支
援スタッフや教員の役割が大きくその補助として
の学生参加、保護者との交流が限られることもあ
る学生発表型などがあるが、いずれも学生を支援
者と捉えることは可能だ。子育て支援は直接的な
支援だけでなく、環境を整える等の間接的な支援
も重要だからである。学生を既に未熟ながらも支
援者と考えるのか、支援を学ぶ者であって支援者
になりえていないと考えるのか、養成校の実態に
よって異なるだろう。
　ただ、相手によって支援者と認められ、支援関
係が成り立っているかは、保護者、子どもの観点
から評価する必要がある。子育て支援領域におけ
る援助要請は、援助を求める相手によって援助内
容が異なるとともに、相手をどのように認知する
かによって援助要請行動が影響するという（永井，
2016）。学生が特に学内で子育て支援事業に参加す
る場合は、保護者から学生と認められたうえでの
関係である。
　学生に対する保護者の役割期待はどのようなも
のだろうか。齋藤ら（2011）は保護者と学生のニー
ズの相補性を考察し、保護者は学生のことを将来
の保育者として子育てを学ぶ者として期待と安心
感をもって見守っているだけではなく、保護者自
身が学生を育てる意識や保護者としての有能感を
培うという効果があったという。それは、学生と
保護者それぞれの年齢層や社会的立場を考えると
自然なことといえよう。
　一方、学生が保護者のことを単純に支援を求め
ている被支援者としてだけ見る学びになることは
危険と思われる（實川・砂上，2017）。保護者とのパー
トナーシップを学び、そして、保護者同士が支え
あい「専門家」を必要としない、専門家が介入し
てはいけない、専門・非専門性を超える世界もあ
ることを知るべきであろう。

置づけになっていると考えられる。そしてこのこ
と自体は、学生にとって大きな利益となると思わ
れる。
　ただ、従来のケアワークでは対応できない専門
性が問われる子育て支援（安川，2014）において、
保育、子育て支援、地域子育て支援の重なる部分
と相違、学生が学ぶレベルを再度整理する必要が
ある。

4-2-2　養成段階で見込まれる「子育て支援力」
　子育て支援を学ぶにあたり座学だけでなく実践
が必要という論調があることは既に述べた通りで
ある。三好（2016）の学生の「子育て支援力」の
評価に関する先行研究レビューによると「子育て
支援力」とは、親とのコミュニケーション力、保
育者としての基本的な姿勢等を基盤とし子ども
を保育する保育実践力と親の子育てを支援する
力、ソーシャルワーク的な視点を持ち展開できる
力、の３つで捉えられていると整理している。だが、
学生の実践力をはかる具体的な尺度がなく、養成
課程で育つ具体的かつ明確な指針が示される課題
があるとしている。
　ところで、「実践的に学ぶ」ということが何を
意味するのか論者によって曖昧なところがあるが、
学生が地域の施設を実際に知ることは重要と感じ
る。意外にも学生は保健センター、市役所といっ
た地域住民に身近な施設でも具体的イメージ・理
解が乏しい現状がある。自身が社会人になる、家
庭をもつ、子どもをもつなどの経験を経て自然と
これらの施設をよく利用し理解することになるが、
地域連携が重要な専門職養成においては課題があ
るといえる。
　實川・砂上（2017）は、子育ての多様さにおい
て現職子育て支援者の保護者対応における困難と
学生が感じるそれは共通しているが、現職者と違
い、学生は外部機関との連携について経験がない
ため困難を感じないが具体的手立てや目標とする
地域子育て支援が見出せない特徴があるという。
　後藤（2011）は養成校での学びは完成教育では
なく卒業後の現場での学びの成長を見通したもの
であり、養成校は子どもや保育の現状を構造的に
把握し、様々な概念で捉えながら問題解決する土
台の部分を育てることにあるとしている。とする
と、養成校での子育て支援を学習する限界と特性、
特に後述する学生と保護者との関係性を捉えなが
ら、学生の到達レベルを設定すること、外部機関
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参加させる場合よりも学習サポートがしやすい利
点が大きい。もちろん学外の場合、新鮮さ、地域
の実情、地域機関や施設を直接知る・感じること
ができる、教員に頼りにくい場面も多く学生の自
立性と主体性が問われる経験は大きく、養成校自
ら子育て支援事業を運営する負担もない。だが教
員が学外団体と学習目的を設定してもらえるか交
渉の手間や労力は大きく（木村ら，2015）、学外団
体の評価と学生評価との調整が必要となる。
　対して、学内では学生を教員が直接観察・指導
しやすい、子育て支援プログラムと学生の学習目
的とを調整しやすい、学生は通いやすい、費用や
保険の問題が少ないという利点がある。
　学内の場合はこの利点を生かしつつ地域を含め
た互恵の視点を取り入れ、学外の場合は、学外団
体との委託調整においてより綿密な学習プログラ
ムをたて省察に力をいれることが望まれる。
　地域と連携し積極的に学生を地域で実践させる
か、独自に子育て支援に取り組むかの二択ではな
く、両方できる組織的・予算的余裕があればよいが、
地域の実情に応じて養成校がサービスラーニング
の互恵、省察の手法を取り入れることが現実的と
思われる。

4-3　今後の展望
　養成校の行う子育て支援事業がある種の模擬事
業・模擬授業のようであっても、学生や利用者の
相互の了解・契約が成立していれば互恵は成り立
つ。だが、地域への視点、学生の社会問題の感覚、
問題意識を培う事業と授業・指導のあり方が問わ
れる。
　すべての子育て家庭に子育て支援が必要とされ
るが、特に保育現場は、貧困や育児不安、虐待、
障がいが疑われる子どもなど困難な家庭と養育問
題に出遭い支援する場でもある。各種統計上決し
て少なくないこれら社会問題は知識とゆらぐ体験
がなければ見えず感じられない。養成課程でゆら
ぐ体験まで望むのは限界だろうか。
　先述したように、養成校の子育て支援を利用す
る保護者層は積極的に前向きに子育てを行い、学
生の学習目的にも協力的という全体的な傾向があ
る。だが、本学事業での経験を振り返ると、子育
てに不安や困難を感じる保護者や不安定な親子関
係で学生の態度や行動にも影響を受ける親子が一
部認められる。現在、本学の事業及び授業では参
加対象学生・学年も限り、親子の抱える問題を考

4-2-4　学習の新たな方法としての子育て支援事業
の利用と省察

　従来の実習は、カリキュラム上の想定にみられ
るように、養成校である程度学んだことを現場で
応用・実践に移す、総仕上げ的な目的で位置づけ
られている。子育て支援の学生参加・授業も同じ
ような位置づけで考えられなくもないが、入江ら

（2017）は実習先の方針・内容に従う実習と違い、
養成校の子育て支援事業では学生が主体的に活動
できるとする。ただ実際は、各養成校によって運
営の仕方、学生の役割は様々であり、どこまで主
体的に活動できるかはわからないが、確かに可能
性はある。また、福井ら（2009）は、子育て支援
の体験学習をした学生の記録を分析し、省察の方
法の詳細は不明であるが、従来の実習とは違う気
づきがあり主体的な学びがあったとしている。
　橘・小原（2014）の現役保育者対象の調査によ
れば、養成校で子育て支援を体験した者は約４割
でボランティアとして体験した者が多く、うち、
活動の計画・立案した者は２割にも満たない、活
動の振り返りとして毎回話し合いを行った者や毎
回記録を記入した者も２割台と少ない。「保護者と
の関係をつくる」「保護者の抱えている課題を知る」
という学びは仕事に役立っていないことはないよ
うだが、養成段階としては体験しただけで終わり
となりかねない現状がうかがえる。
　一方、父親を含めての仕事や子育ての両立、障
がいのある子どもの子育て等、子育ての多様さに
ついて学びの効果があった、とする研究もある（齋
藤ら，2016）。
　体験および学習の方法はどのようにすれば学習
効果が高いか、養成校の実態が多様なため、単純
に比較できない。
　サービスラーニングにおいては、経験、経験に
ついての省察、総合と抽象的概念化、自発的な試
行、というKolbの経験学習サイクルがよく用いら
れる（桜井，2009）。経験して慣れることを重視す
る素朴な経験主義ではなく、混沌とした現場にお
いて個々人の経験が多様であることが前提であり、
その時、その状況においての判断、経験、感情を
振り返り認識させ、次の行動に移すという現場に
入りながら学習する過程重視の考え方が見られる。
現場に入る事前の学習はあるが、状況の中で学生
が自ら考え獲得していくプロセスを後から振り返
る、そのサポートを教員が行っている。
　学内で子育て支援事業を行う場合、学外で学生
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千恵・爾寛明・尾崎司・倉掛秀人・若山剛（2015）

「保育所実習における保護者支援の学びを可能に

え支援実践力をつける学習目標までは掲げず、倫
理的問題も考慮し、当事者の生々しい問題に学生
がむしろ触れないように慎重にしている。
　学生の支援力育成を主目標とする他の養成校で
は、実際どのような親子が利用し、どのような保
護者層として捉え学習目標を定めているのだろう
か。親子の深刻な問題が明らかになった場合の養
成校の対応実態は不明である。たとえ一部であれ
親子や学生がゆらぐ体験以上にお互い傷つくこと
はないか、場合により他の適切な地域の社会資源
に親子をつなぐ支援が望まれる。
　加賀谷ら（2015）の学生調査では、経験に頼ら
ず保護者支援に必要な知識や保育の知識、座学で
学んだことがどのように現場につながるかのヴィ
ジョンをもたせる重要性が指摘されている。子育
て支援事業のなかで学生に問題に気づかせる限界
があるとすれば、例えば、苦しさを乗り越えた子
育て経験者に話を聞く機会を他の授業などで別途
設けるなどしてまず学生が問題を知り、視点をもっ
て子育て支援事業で体験する。そこで生じた疑問
やゆらぐ体験を振り返る、抽象化して知識と結び
付け学びとして定着させることは考えられる。
　今後、養成校が協力的な保護者と地域との協働
から、実態把握が難しい未就園児の保護者研究が
進むことが期待される。実践研究の蓄積から、よ
り苦しい親子への支援が進み、学生の養成が充実
することで支援者の質量確保の可能性は高い。養
成校はそのためにもサービスラーニングの視点で、
学生が子育ての喜びと苦しさ、地域問題を学び感
じとり、子育て支援事業の社会的意義・意味を理
解する学習機会を提供できるか、支援を必要とす
る社会的弱者を見落としていないか等、省察する
必要がある。
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